
「友だち同士のけんかとその解決」に関する教材

第１　事例設定の趣旨

１　私法分野報告書における記述

当協議会は，平成２１年５月１５日，報告書「私法分野教育の充実と法教育の更なる発展に向けて」（以下「私法分野報告書」という。）を取りまとめたが，その中で，紛争解決の分野に関する法教育について，次のように述べたところである。
「人間は社会的存在であって，他者との交わりなしに生きていくことはできず，したがって他者との摩擦や紛争とその解決への努力は人間存在にとって本質的に避けられないものである。そして，学校生活においても，他者との摩擦や紛争は日常的に経験されるところであり，紛争解決に関する法である民事手続法の意義についての知識・理解を深めることは重要である。紛争解決の分野に関する教育を通じて，子どもたちがより豊かな人間関係を構築する能力を身に付け，さらには，実社会においてトラブルに巻き込まれた際にも，適切な態度・行動をとることができるようになるものと考えられる。」

　また，私法分野報告書においては，紛争解決の分野についての法教育が目指すもののひとつとして，「紛争を解決する方法として，当事者間の交渉，第三者を交えた調停，仲裁，裁判といった手続があることも踏まえつつ，身の回りの紛争を適切に解決する能力の涵養」を挙げ，その具体的内容として，「摩擦・衝突が起こった際の当事者の取るべき態度・行動（相手方への配慮を忘れず，根拠に基づいて主張・議論をすること等）や第三者として介入する心構え（公平な立場から双方の主張をよく聞き，争点を整理して解決に導くこと等）などを取り扱う学習の充実」を提言した。

　本事例は，こうした当協議会の考え方に基づいて，小学校における紛争解決の分野に関する法教育の具体的な在り方の一例を示すものである。

２　事例設定の趣旨
私法分野報告書において述べたとおり，小学校の児童であっても，他者との摩擦や紛争を避けることはできない。友だちとの間でもめごとを起こしたり，けんかをしたりすることは，共同で生活する以上，いわば当然のことである。

しかし，児童は，友だちとのもめごとが起こると，つい感情的になり，友だちの悪口を言ったり，さらには暴力をふるったりして，必要以上に関係を悪化させてしまうことがある。もめごとやけんかを起こしてしまうことはやむを得ないとしても，友だち同士の関係を修復できなければ，紛争当事者本人が嫌な思いをするのみならず，周りの児童にも影響を及ぼすことにもなりかねない。

本事例で取り上げる題材は，高学年を対象にけんかを解決するための交渉・調停を役割演技によって児童に行わせることを通じて，自分たち自身の力や第三者の介入のもとで紛争解決を行うことの意義と心構えを児童に実感として理解させようとするものである。小学校においては，発達段階として，民事司法制度の意義についての学習ができるまでには至っていないと思われるが，本事例のような学習を行っておくことで，中学校段階以降で，民事司法制度や紛争解決制度の意義を学ぶ際に，より深い理解を得る土台を形成することが期待される。
また，本事例は，与えられた題材の中で，自分が担当する役割として不満に思うこと，知りたいことは何かを正確に把握し，その上で，けんかの当事者としてどのような言葉づかいで自分の不満を相手に伝えるか，相手にどのような質問をするか，どのような態度で相手の不満を聞くか（題材①），上記の各点に加えて，調停人を交えて話し合いをする場合には，各当事者・調停人としてどのような点について留意すべきか（題材②）を，児童なりに考えさせるよう工夫されており，読む，話す，聞くといった基本的な言語能力を身に付けることも期待される。
第２　事例
　１　事例「友だち同士のけんかとその解決」の構成
題材①　「けんかの解決方法を考えよう（交渉編）」

題材②　「けんかの解決方法を考えよう（調停編）」

題材③　「生活におけるけんかとその解決方法」
２　事例の目標

1 紛争が発生することは避けられないこともあり，そのような場合には，発生した紛争を解決することが重要であることについて理解する。
2 紛争の解決方法として，当事者間の交渉や，第三者を交えた調停等があり，それぞれの特徴等について，役割演技を通じて実感として理解する。
3 生活の中で起こる紛争を解決するために必要な態度や心構えを身に付ける。

３　事例の位置付け
本事例に関する学習は，新小学校学習指導要領の特別活動「学級活動」の「共通事項(2)　日常の生活や学習への適応及び健康安全」「ウ　望ましい人間関係の形成」において実施するが，第５学年又は第６学年を主な対象とする。
４　事例の指導計画

本事例は，３つの題材から構成されており，可能であれば，題材①から題材③まで，３時間をかけて，掘り下げた学習を行うことが期待される。もっとも，学校の実態により，３時間の授業として取り扱うことが困難な場合には，題材①又は題材②のいずれか１時間のみの授業を単独で取り扱うことも，これらの両方の学習を２時間扱いで実施することも可能なように構成されている。
(1)　題材①　「けんかの解決方法を考えよう（交渉編）」
この題材は，マンガの貸し借りがもとで起こったけんかについてのシナリオを与え，児童の代表者に役割演技をさせた上で，班別にけんかの解決に向けた当事者間の交渉を行わせるものである。対立＝悪ではなく，対立を解決することが重要であることと同時に，感情的対立の中で問題を解決するためにはどのように振る舞うべきかを実感として理解させることをねらいとしている。
(2)　題材②　「けんかの解決方法を考えよう（調停編）」
この題材は，題材①と同じ事例を用いて，当事者間の交渉ではけんかを解決することができなかった場合を想定して，調停人を交えて役割演技をさせた上で，班別にけんかの解決に向けた協議を行わせるものである。対立＝悪ではなく，対立を解決することが重要であることと同時に，調停人を交えて問題を解決する際に，当事者・調停人として必要となる態度・心構えは何かを実感として理解させることをねらいとしている。         　　　  

(3)　題材③　「生活におけるけんかとその解決方法」
この題材は，題材①及び題材②における学習を踏まえて，けんかの当事者間の交渉における留意事項，調停人を交えて紛争を解決することの意義，調停人としての留意事項を知り，これらを実際の生活に生かせるよう考えを深めさせるものである。
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